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　“The　Woman　Who　Rode　Away”1）は，腐敗と破壊のキリスト教文明をはらんだ白人
社会を騎馬で逃げだし，死を受容した婦人の物語である。
　女主人公の没固有名詞で，まず作品は説話風になる。説話スタイルは，ロレンスの作品
系譜のなかで，「眠り姫」の骨子を適用した“The　Horse　Dealer’s　Daughter”（1922）
におそらくその端緒を求あることが可能であろう。だが，当面の関心は，‘There　was　a
man　who．＿’や‘There　was　a　woman　who＿．’で物語がはじまる“The　Rocking－
H：orse　Winner”（1926），“Two　Blue　Birds”（1927）や“The　Man　Who：Loved　Islands”
（1927）など後期の一連の作品と関係させることである。作品の冒頭が説話形式によって
いるからである。
　そもそもロレンスの作品舞台から，E．　M．　Forsterの‘a　round　character’や‘a　flat
character’で表わされる人物造型の概念は退場している。限られた数のタイプが名前を変
えて反復登場するにすぎない。タイプという類型化は説話という作品形式に欠かせない役
割であって，ことに後期の中・短篇小説群を寓話調に近づけることに貢献している。寓話
においては，人物は一つの観念を代表すればこと足りて，固有名詞は蛇足となる。
　固有名詞の没却，物語冒頭の表現方法，人物の類型化などの説話スタイルの特徴が後期
の中・短篇小説群を収束していったところに，“The　Man　Who　Died”（1929）がある。
ロレンスの「死の舟」乗船を飾るこの最後の中篇小説の寓意は，社会的現実のもとで「死
んだ男」の固有名詞化を禁じ，寓話の形を要求した。そういった意味から，　「馬で去った
婦人」は再生の約束手形をもった「死んだ男」の原型である。
　本論は，“The　Wornan　Who　Rode　Away”をロレンスの中・短篇小説の歴史のなかに
いかに位置づけることができるかを手探りすることと，作品を　“The　Man　Who　Died”
創造の伏線の一つに読みとろうとする試みとを隠れた目的にする。この目的を是認する根
拠は描写・叙述スタイルにあり，それはリアリズムが象徴ないし寓意と直ちに結びつくよ
うな仕組みになっている。
　　「馬で去った婦人」は名前を除けば，生活様式，結婚，家族構成，物理的環境，さらに
出自や年令といった社会的属性が具体的に述べられる。この方法は，あくまでも「婦人」
についての物語作者によるリアリスティックな叙述や説明に相応しくありながら，他方で
は「婦人」を型に抽象してゆく手［］を含んでいる。それは夫との関係で例証することが可
能である。夫との関係でリアリズムのなかから明瞭になってゆく「婦人」の型は，“The
Princess”（1925）のドリー（Dollie）や“None　of　That”（1928）のエセル（Ethe1）の
系図に属し，キリスト教文明の疲弊をもろに生きている白人女性である。
　　「婦人」はカリフォルニア出身で，一男一女の母親であり，33歳になる。生活場所は，
現代ヨーロッパ文明がアメリカ原住民の古い文化を侵蝕していった先端の植民地である。
　夫は20歳年長の，オランダからメキシコに渡ってきた野心家で，銀山を所有する辣腕の
事業家である。妻帯し，二人の子の父親でありながら，人間の本質的な部位では「独身」
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（abachelor）である。“The　Blind　Man”（1920）のバートラム（Bertram）や“St．
Mawr”（1925）のりコ（Rico）の血縁者である。「婦人」が写実から型に抽象されるのと
おなじ原理と過程で，叙述は夫からも寓意を抽出できるようになっている。夫の「エネル
ギーの塊り」（aIittle　dynamo　energy）が費やされる対象はつねに事業であり，結婚で
すらも「仕事」であった。したがって，二人の子は彼の「仕事」の一派生物でしかない。
しいていえば，結婚は彼の成就した「仕事」のなかでもっとも個人的な匂いの濃い唯一の
「仕事」であった。このエゴイズムが「独身」の正体であり，Lα4yO肋伽γ1θy’∫Lo肥7
（1928）のクリフォード（Clifford）に開花することになる。
　人間らしい接触や夫婦らしい親密を欠き，人を利害と所有の関係でしかみない夫との生
活で，　「婦人」は疎隔と不毛の感覚に充満している。うっ屈した疎隔・不毛感は形象化さ
れる。
　まず，　「婦人」が夫の「仕事」と支配に閉じこめられるように住んでいる，塀に囲緯さ
れたアドービ煉瓦の家がそれである。ついで，そこから見える寂れた銀鉱石喰出工場と鉱
石抽出津の堆積である。この閉塞，断絶，沈滞，崩壊の視覚化は“You　Touched　Me”
（1920）においても指摘できるし，そこでは外部からの新しい野性の血導入以外に中流階
級の崩壊は不可抗力であった。中流階級意識は，この作品においては拡大されたキリスト
教文明に置換されている。この意味の拡大・変化は，1920年に有効であると考えられた輸
血救済策がこの時期に力を失っていることと密接な関係にある。
　　「婦人」は夫によって不毛，閉塞，卸和の生活から解放されるかのように，煉瓦の家か
ら連れ出されることもある。しかし，夫の運転する車はポンコツである。
　　　And　in　his　battered　Ford　car　her　husband　would　take　her　into　the　dead，
　　thrice－dead　little　Spanish　town　forgotten　among　the　mountains．　The　great，
　　sun－dried　dead　church，　the　dead　portales，　the　hopeless　covered　market－place，
　　where，　the　first　time　she　went，　she　saw　a　dead　dog　Iying　between　the　meat
　　stalls　and　the　vegetable　array，　stretched　out　as　if　for　ever，　nobody　troubling
　　to　throw　it　away．　Deadness　within　deadness．（p。756）2）　　曜
　　「婦人」の型は写実から抽象へ進むと述べたが，高水準のとは呼びがたいその象徴手法
である。ことに：最後の一文は，そういった作者の意図が露骨になった表現である。
　沈滞と砂漠の家から脱出できた瞬間，　「婦人」は典型的な物質文明主義者の夫から死の
感覚を突きつけられる。物質文明の主義が行為になるとき，それはあらゆるものをつねに
死の感覚に巻きこむ。「教会」の死は，スペイン人の町が死んで幽霊町と化していること
のすべてを象徴している。宗教がメキシコの異教の土に拒否されたように，スペインの文
化はそこに根づくことのできない文化であった。また逆に，幽霊町はメキシコの異教，異
文化の風土のなかで立ち枯れしたヨーロッパ文明である。ヨーロッパ文明の死を呪文で封
じこめるかのように，　「三度」が使用されている。
　死と枯渇のすべてが，「婦人」の見た「犬の死骸」に集約される。「死骸」は文字通り
空間上の「死のなかの死」であり，寓意においてヨーロッパ文明の死である。また，　「死
のなかの死」は，　「婦人」の以降の経験にとって寓意である。つまり，それが「婦人」の
本質，すなわち「婦人」が白人女性であることとの関連でドラマ化されるのが，一種の劇
中劇の形においてである。「婦人」は，キリスト教文明に生きる白人女性のみずからの運
命として「死のなかの死」を自己展開する。
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　物語内の夫の機能は，　「婦人」をヨーロッパ文明という死の感覚の泥沼にどっぶり浸け
てみせることである。それは彼自身が物質文明主義者であることの宿命でもある。つぎの
機能は，　「婦人」に異教と異文化への関心を間接に喚起することである。そのあとに残さ
れた仕事は，物語からの退場である。
　新・旧両大陸の異なる宗教と文化が境を接する土地に住んでいる性質上，夫は様々な人
種を仕事の客として自宅に招待する。客のなかに，野性的な土着インディアンの未知な風
俗習慣に熱い興味を寄せる者がいた。　「婦人」はその熱心さに共鳴する。
　　　She　was　overcome　by　a　foolish　romanticism　more　unreal　than　a　gir1’s．　She
　　felt　it　was　her　destiny　to　wander　into　the　secret　haunts　of　these　timeless，
　　mysterious，　marvellous　Indians　of　the　mountains．（p．759）
　ドリーをロッキー山脈の山岳に登らせた動機が，ここでも「婦人」を刺戟している。ド
リーの「幻想」，エセルの「空想」に相等する自己崩壊のメカニズムとして「少女の空想
：的気分」があるが，これはすでに「33歳にもなって，彼女は肉体以外すべてバークリー出
身の少女のままであった」と指摘されている。メンタリティは発育不全なのである。理知
が物ごとの生きた繋がりを断ち切るように，　「幻想」，　「空想」そして「空想的気分」は
現実を抽象するというロレンスの考え方がある。
　キリスト教文明が女性に化窪したものとして早い時期のロレンスが嫌悪した項目に，女
性の所有欲，独善的エゴイズム，支配の意志を挙げることができる。男性活力の自然発露
を阻害，攻撃するこれらの否定的価値は，ロレンスの文明批判の精神においては，中流階
級優等意識がキリスト教文明へと置換されていったように，「幻想」，　「空想」そして「少
女の空想的気分」へと変わっている。
　　「少女の空想的気分」が「愚かな」とは説話作者の診断であって，33歳の女性がそれに
支配されるのが「愚かな」のであろう。また，それが原因で，　「婦人」にとって夫の肉体
が肉体的な現実についぞなることのなかったことも「愚かな」のであろう。しかし，それ
が「婦人」の本質であってみれば，長老が古い宗教を司祭し，人間の生け賛を供えると伝
えられるアズテック族（Aztec）やトトナック族（Totonac）の神秘に索かれることは，
切実さにおいて「婦人」の「運命」である。
　　「婦人」を囲縫する死の感覚と「少女の空想的気分」が結びつくと，　「婦人」は夫や子
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　供という家庭の日常をとび越えて，非現実の次元に突入しはじめる。それは，非現実と現
実の区別が不可能な世界の経験からはじまる。
　この経験世界は異常に研ぎすまされた「婦人」の感覚で造られるのであるが，その感覚
が研ぎすまされる体験過程が作品の最大の魅力であり，圧巻である。作品をロレンスの傑
作の一つに数えれば，根拠は「婦人」の感覚変化を追う描写力である。
　Rananimを求めてアメリカに戻った“St．　Mawr”のルウ（Lou）とセント・モー（St．
Mawr）との関係に似て，　「婦人」は夫の留守中に持馬の「丈夫な葦毛の馬」に跨ると，
あっさり単身山に登りはじめる。ロレンスにおいては，馬は新しい存在様式の道案内のよ
うである。路らしい路のない岩山を登りながら，奇妙にも「婦人」には恐怖がない。岩山
は「無言で，命にかかわるよう」（silent，　fata1－seeming）であり，谷間は「動かず，生き
ていない」（motionless，　unlivin9）ように思える。自然が「婦人」に死との一体化を暗示
しているのであり，　「婦人」がおのれの「死のなかの死」を捜しだそうとしている今の行
為が周囲の自然風景に映っているのである。
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　死をはらんだ自然の風景のなかで，　「婦人」は九月の冷気が浸透した夜を過ごす。夜明
け前の薄明のなかで，「婦人」は「死んだ女」（awoman　who　has　died　and　passed
beyond）の感覚を味わう。同時に，死の知覚は感覚の鋭敏化への兆候を帯びてくる。
　　　She　was　not　sure　that　she　had　not　heard，　during　the　night，　a　great　crash
　　at　the　centre　of　herself　which　was　the　crash　of　her　own　death．　Or　else　it
　　　　　　　　　　　　　　，
　　was　a　crash　at　thθcentre　of　the　earth，　and　meant　something　big　and
　　mysterious．（p．762）
　地球的規模の崩壊音は，キリスト教文明が長く白人社会に培ってきたものの崩壊音でで
もあろう。　「婦人」の内部の「死のなかの死」の響きである。　「婦人」の死の感覚は，ロ
レンスにとって，ヨーロッパ社会の巨大な文明の終焉である。一個人と大地との驚くべき
針小棒大のレトリックも，ロレンスにとって，誇大でもなんでもないのであろう。崩壊の
跡に「婦人」を待つのが異教である。
　　「すさまじい音響」は，聴覚の対象である。しかし，　「婦人」の中枢部での「死」とい
う形而上的現象が物理的な音としてとらえられているのは，表現の綾ではなく，　「婦人」
における非日常性への変容の表われである。それは，　「婦人」の聴覚作用が神秘的になっ
ているということである。また，崩壊箇所の不決定は，　「婦人」の聴覚の曖昧さによるも
のであるとともに，白人女性としての個が稀薄になることに伴う「彼女自身」の拡大感に
もよる。
　　「死んだ女」や崩壊音の経験は，キリスト教文明社会での生活との訣別である。この時
点では，　「婦人」はそのことに気づいていないし，　「婦人」のなかに飽和しているヨーロ
ッパ文明は，　「少女の空想的気分」という抽象を除けば，対象化されていない。それは，
インディアンの出現で対照法によって表面にでる。
　山奥深く馬を進めていった二日め，　「婦人」は三人のインディアンに出会う。彼らが，
古い宗教と生け賛の儀式を保っている，インディアンのなかでもっとも聖なる種族チルチ
ュィ（Chilchui）であった。　「婦人」はチルチュイ族を訪れて「その家を見，神を知る」
（to　see　their　houses　and　to　know　their　gods）のだと告げる。この目的はドリーのも
のであった。このときの「婦人」に，「自分が女性であるという確信」（the　assurance　of
her　own　womanhood）が台頭して輝く。ヨーロッパ文明を代表する優等意識である。
　意志の疎通こそスペイン語の話せる一人の青年チルチュイ族によって果たされるが，彼
の目は，「婦人」にとって人間の目でなかったし，「婦人」を「美しい白人女性」（abeautiful
white　woman）と見ず，「何か変な，わけのわからないもの」（sorne　strange，　unaccount－
able砺πg）と看満す。言葉によるコミュニケイションが可能でも，「白人女性」とチル
チュイ族青年との問に人間の絆は成立しない。ヨーロッパ的なものが深い溝を作るのであ
る。人間から「もの」への転換は物質視と断言できないにしても，それは，文明社会の世
界観が青年の前で存在価値を失ったものへと否定された様を写している。　「婦人」に関し
ていえば，　「婦人」は「美しい白人女性」から「もの」へと抹殺され，　「もの」として死
んだ経験をしたことになる。
　「婦人」は三人に導かれてチルチュイ族の部落へと進む。　「婦人」は馬上でふたたび死
を感覚する。この経験が頻繁になると，ついに，死の感覚に「歓喜」が交錯する（＿there
came　a　slight　thrill　of　exultation．　She　knew　she　was　dead．）。それは「婦人」が誇
示した「女性」の消滅の　「歓喜」であって，ナルシズムの傾向にある。遡っていえば，
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「婦人」の見た死んだスペイン人の町，死んだ教会，死んだ犬は「婦人」の自己投影像で
あったのだ。　「死のなかの死」は，実は，　「婦人」の旅の目的地だったのだ，ということ
になる。したがって，　「歓喜」は自己陶酔感でもある。
　三日め，チルチュイ族青年の目は，　「婦人」の「美しい白人女性」を「なにか巨大な雌
白蟻」（some　giant，　female　white　ant）に卑小化する。岩山が険しさを増して，騎馬で
進あなくなる。チルチュイ族は皮製のサンダル履きで直立してゆっくり歩く。一方，乗馬
靴の「婦人」は立つことがかなわず，四つん這いで無様に進まざるをえない。衿持から転
落したこの醜と惨のイメジは，　「雌白蟻」のイメジとともに，インディアンの土地による
「白人女性」の拒否である。逆の視点からは，　「白人女性」の衣裳の脱落に伴って，　「婦
人」がインディアンの自然に吸収されていることである。このときの自然の特色は，たと
えば岩は「生きている岩」（1iving　rock）や「何か大地の獣のつやつやした胸のように」
（like　the　glossy　breast　of　some　earth－beast）なって，生き物となっていることである。
当初，山は「生きていな」かった。
　非ヨーロッパ的世界では，ヨーロッパ的生き方は「もの」に風化したり，　「雌白蟻」に
堕ちたりする。対照的に，非ヨーロッパ的なるものは，無生物ですらも生命あるものであ
る。こういつた一切のことは「婦人」の直接経験であり，それが現実から非現実に入りは
じあている「婦人」の混沌であるように描かれている。「婦人」は混沌を通じて一つの方
向に堅塁されてゆく。
　それにしても，岩が生きていたり，人間が動物に変わったりするというロレンスの感受
性や想像力は魅力的である。
　チルチュイ族の部落に到着したとき，　「婦人」は「白人女性」から「もの」へと死んだ
経験をしているだけに，長老の司祭に，白人の神に倦んでチルチュイの神々に仕えるため
にきたことを告げ，さらに心臓をその神々に捧げる3）ことを同意する。
　通訳青年の話によると，人跡未踏の険しい岩山の奥地に隠れるように住んでいるチルチ
ュイ族を「婦人」が訪れたことは，彼らが白人に奪われた神秘な魔力を回復することがで
きる印であった。一族が弱体化して太陽にたいする力を失いかけたとき，白人が太陽を盗
んだ。だが，白人の女性が彼らの神々の犠牲に供せられると，神々はふたたび世界を創り，
他方，白人の神は瓦解すると信じられている，ということであった。
　こうして，　「婦人」は部屋に閉じこめられて，白人の一女性としてチルチュイ族の神々
の犠牲に変身させられることになる。生け賛という形での死の受容意識は，チルチュイ族
に出会う以前では「すさまじい音響」にはじまり，以後では物質化ないし卑小視を通して
表わされた。そして今，　「婦人」は死の経験を完成してヨーロッパ的なるものの否定を全
うすることになる。
　金性への変容は，　「婦人」の死の受認意識の徹底と，チルチュイ族が外側から加える物
理的刺戟と平行して進行する。
　「白人女性」の衣服，靴，櫛，ピンを脱がされて，　「婦人」は部族の服に着替えさせら
れる。死への準備の表意である。チュニックの青色は，去って二度と返ることのない死者
の色である。外装が整うと，薬草を飲まされる。すると「婦人」は，おのれへの支配力を
完全に放棄したかのように，烈しく吐噛する。残存するヨーロッパ的な「白い意識」の吐
濾である。
　新しい着衣と吐潟のあと，　「婦人」の感覚に，出発第一日めの夜にみせた超日常次元で
の鋭敏さが現われる。
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　　　．．．she　felt　as　if　all　her　senses　were　diffused　on　the　air，＿she　could－
　　distinguish　the　sound　of　evening　flowers　unfolding，　and　the　actual　crystal
　　sound　of　the　heavens，　as　the　vast　belts　of　the　world－atmosphere　slid　past　one
　　another，　and　as　if　the　moisture　ascending　and　the　moisture　descending　in　the
　　air　resounded　like　some　harp　in　the　cosmos，（p．774）
　「大地の中心部の崩壊音」を聞いたように思ったときの「婦人」には，　「彼女自身」の
拡大曲があった。今の感覚には，全身の感覚が拡散して宇宙の万物に染みこんでゆく経験
が襲っている。これは異常な感覚経験である。拡散は空間的ばかりか，時間的でもある。
聴覚は形容しがたく鋭くなって，古代ギリシア人の経験に達する。　「婦人」は「天球の和
声」（the　harmony　of　the　spheres）一「天空はi幾つかの層になっていて，その各層の
間隔が調和音程の比例になっているから，その運行によって美妙な音楽が生じる（ただし
人間の耳には聞えない）というPythagoras学派の説」4）　を聞いているからである。
　また，異様に鋭い宇宙意識のほかに，なによりもリズミカルな文体が注目できる。それ
は，規則正しく反復する自然の秩序や「地球層」（sphere）の運行のリズムから成ってい
る。　「婦人」の意識にそうなっているというのである。そういった律動と合って，「婦人」
の感覚は微妙に拡がってゆく。それらが「婦人」の快さを伝えている。死を迎える快さで
ある。これについて，E．　W．　Tedlock，　Jr，は‘＿the　style　changes　to　the　rhythmic，
parabolic　manner　in　which：Lawrence　creates　his　psychological－religious　experiences
of　the　necessity　of　death　before　the　vitalistic　resurrection．’5）と書いている。
　月日は過ぎて，秋が冬になる。薬は効果を増して，　「婦人」の聴覚は人間らしさを超え
て，非現実的，幻想的になる。人間としての意識は，個人から遊離して宇宙の巨大な運行
へと向かい，聴覚は宇宙の驚くべきほどに精微な動きを識るようになる。
　あるとき，一匹の雌犬が部屋に連れこまれる。
　　　And　once，　in　the　trance　of　her　senses，　she　felt　she　hθαγ4　the　little　dog
　　conceive，　in　her　tiny　womb，　and　begin　to　be　complex，　with　young．　And
　　another　day　she　could　hear　the　vast　sound　of　the　earth　going　round，　like
　　some　immense　arrow－string　booming．（p．776）
　「宇宙の竪琴」にたいする聴覚は，ここにきてその異常能力の極に達する。幻想的な感
受性や快さの気分は，出発前の結婚生活の沈滞，不毛，陳腐に比して対照的となっている。
　麻酔剤を飲んだ人間が現実認識と幻覚の間で感覚する経験であるという生理学的な説明
が成立するとしても，　「雌犬が子宮に子を宿すのが聞こえた」とか，　「ぶんぶん喩る巨大
な弓の弦音に似た，大地の回転する巨きな音が聞こえた」とかいうとき，そこには疑いな
く，現代物質文明に肥大した「ことば」や知性を斥け，原始的な感受性や古代人の綜合感
覚を尊重しようとするロレンスらしさが目につく。普通人に予想される聴能力を超えた
「婦人」の力はまさって魔術的，秘教的であり，その神秘は「婦人」の感覚が経験する神
秘である。
　この種の名状しがたい能力から連想される仮設をG．Eliotに発見することができる。
　　　If　we　had　a　keen　vision　and　feeling　of　all　ordinary　human　Iife，　it　would
　　be　like　hearing　the　grass　grow　and　the　squirrel’s　heart　beat，　and　we　should－
　　die　of　that　roar　which　lies　on　the　other　side　of　silence．　As　it　is，　the　quickest
　　of　us　walk　about　well　wadded　with　stupidity．6）
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G．Eliotの皮肉と念愚が，無意味に反復されて惰性となった日常のなかに感受性の純粋
さを見失った者に向かっている。だが，　「草の伸びる音やリスの心臓の鼓動する音が聞こ
える」敏感な聴覚は日常生活を悲劇にする，と作者はいっている。社会生活の秩序や道徳
に無頓着になれなかった作家の言葉であるだけに，それは「日常生活」の限界を教えてい
る。しかし，ヴィジョンは微細に遠く及んでいるからであろう，　「沈黙」と同時に人間の
純粋感覚への関心がロレンスと共通する傾斜を示しているのは興味深い。
　「夕べの花が開く音」，　「小犬がはらむ音」，　「大地の回る音」が聞こえる世界は，　「沈
黙」そのものの世界であるはずである。　「大地の回る音」に類似した表現は，きわめて初
期に，‘Helena　almost　expected　to　hear　the　stars　moving．＿’7）と指摘できるが，こ
れも不可知な存在を認識可能にする濃い「沈黙」を想定している。この「沈黙」こそ，ロ
レンスが「ことば」の対立命題とした世界である。　「肉」と「血」の世界である。　r血の
意識」が“The　Blind　Man”のモーリス（Maurice）に果たさせようとした「暗闇」の
意識でもある。
　「婦人」は「ことば」から「肉」の世界へ移ってゆく。すると，「自己抹殺」（her　own
obliteration）を感じる。　「自己」は「白人女性」の「神経無意識」（nervous　conscious－
ness）であり，個人のエゴイズムである。だから，「婦人」は「非個人的」（impersonal）
になる。
　犠牲への心理調整に平行して，　「婦人」の超聴覚の対象は，視覚に映る物や現象に変わ
りはじめる。部屋から見える夜空の星が光を発する音が「実際に」聞こえたり，寒い日に
雪が舞って小鳥のように黙る音に聞こえたりする。さらに，雪が「平穏な暖かさを放つ」
（releasing　peaceful　warmth）のが聞こえる。聴覚と触覚が対象を乱して，境界が不分
明になっている。
　ロレンスにおいては，「雪」は「氷」とともに死の表象となるのが通例であるが，　「平
穏な暖かさ」は逆転で使用されている。この異常は，　「婦人」の「非個人的」な感覚や，
死をみずから受容する歓びに基づいている。あらゆる感覚対象の境界を失って混濁を経験
する一連の意識が，　「婦人」の唯一の意識の状態となる。そして，そのなかで真に認める
意識は歓びとなる。
　歓びは「愉しい」（delicious），昂揚した意識であって，　「血が流れて，ものごとのより
高い美と調和へと入ってゆくこの絶妙の感覚」（this　exquisite　sense　of　bleeding　out
into　the　higher　beauty　and　harmony　of　things）と表現される。これは，思想が文体
となっているとでもいえようか，論理と感覚，哲学と官能が融合して分けがたくなってい
る。ロレンスが達成している最高の表現の一つであろう。
　　「この絶妙の感覚」の「この」という描出話法的使用は，　「婦人」の感動を生まのもの
として直接に表わし，経験内容を原形質で伝える。また，その「絶妙の感覚」は，極限状
態にゆきついた「婦人」の個がいわば溶解して万物に拡散し，万物と調和した微妙な歓び
の感覚を表現している。「婦人」の胱惚は，　「白人女性」の「神経的意識」は破壊されね
ばならないのだとするロレンスの命題に必要な条件なのであって，死の昂揚感と美感であ
る。
　犠牲の準備は万全となった。生け賛の儀式の前日，衣服を脱がされた「婦人」は身体を
浄められ，香油で全身をマッサージされる。一年で昼間のもっとも短い儀式の当日，　「婦
人」は洞窟に運ばれ，後に長い行列がつづく。「婦人」は，自分が雪の輝きのなかでチル
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チュイ族の手で死んでゆくことを知っている。自分が「白人女性」としてすでに死んでい
ることも知っている。氷柱が冬至の夕陽を欺く浴びて，洞窟の入り口で大きく垂れ，奥の
祭壇に「婦人」の裸体が横たえられる。真赤な夕陽の光が裸形に届くとき，老司祭は「燧
石のナイフ」を振りかざす。
　　　Then　the　old　man　would　strike，　and　strike　home，　accomplish　the　sacrifice
　　and　achieve　the　power．
　　　The　mastery　that　man　must　hold，　and　that　passes　from　race　to　race．（p．788）
“The　Woman　Who　Rode　Away”の黙示録的な最後である。ロレンスは血なまぐさい場
面を控えている。
　「婦人」は，死をもってキリスト教文明の神経症生活を宇宙意識の平和と交換した。そ
こに再生の示唆がある。それはあくまでも示唆であり，ロレンスのヴィジョンである。
　ヴィジョン追求家のロレンスには，　「思想の冒険家」（thought－adventurer）という表
現がある。“The　Woman　Who　Rode　Away”創作までに，ヨーロッパからセイロン島，
オーストラリアを経てニュー・メキシコへとつづけられた「思想の冒険」の旅は，各民族
や国民に固有の文化，歴史，神話，宗教の諸形態に触発される旅であった。旅への衝動の
重要な一つは，キリスト教文明社会に生活する現代人の存在様式は欺詐と死，偽善と崩壊，
不毛と疎外のパタンであるという認識。洞察である。この認識・洞察は，人類に共通する
文化的原型の模索・発見へとつながる。そしてロレンスは，ニュー・メキシコにおいて，
キリスト教文明に荒される以前の神や自然，宇宙を包含する原始宗教に出会う。
　虚構の世界においては，　「馬で去った婦人」がヨーロッパ文明というおのれの死を展開
してゆくということで，作品は古き宗教，文化，神々との出会いと復活に結びついた。そ
，れはまた，“The　Princess”のドリーの狂気と“None　of　That”のエセルの自殺をのり
越えることになった。この跳躍が“The　Man　Who　Died”への創造的変化であるという
意味で，ロレンスの「思想の冒険」は目的地に確実に向かっている。　「婦人」の行為は神
秘的，呪的で，日常の論理的解釈には辛うじて耐えている。しかし，作者の思想を溶かし
こみ，　「婦人」の犠牲行為と心理過程を描くリアリズムとシムボリズムの表現は，作品を
高く評価させる。
〔註〕
　1．ニュー・メキシコ州滞在中の1924年6，月の創作（D・π．Lα聯θ7z6θ：』Cα1θη4αγo∫Hf∫
τ70廊by　K．　Sagar，　P．137）で，翌年のDfα1誌7・8月号に発表後，同名の短篇小説集で1928
年に刊行。
　2．以下，“The　Woman　Who　Rode　Away”からの引用箇所の指示はすべてTh8　Tα1θ∫げ
D．H．　Lαzσγθη‘e（Heinemann，1948）に拠る。
　3．神々に心臓を捧げる儀式はアズテック族神話中のものとして，ロレンスは述べている。
　　It　is　a　razor－edged　knife　of　blackish－green　flint，　the　knife　of　all　knives，　the　veritable
　　Paraclete　of　knives．　It　is　the　sacrific童al　knife　with　which　the　priest　makes　a　gash　in
　　his　victim’s　breast，　before　he　tears　out　the　heart，　to　hold　it　smoking　to　the　sun．　And
　　the　Sun，　the　Sun　behind　the　sun，　is　supposed　to　suck　the　smoking　heart　greedily　with
　　insatiable　appetite．（源）γπ伽g∫ゴη雌沈。απ4　E’η凄∫cαηP1αcθ∫，　pp．23－24，　Heinemann，
　　1965）
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つぎの引用は「婦人」の生け蟄の儀式と符合する。
　　　　　It　is　so　easy　to　understand　that　the　Aztecs　gave　hearts　of　men　to　the　sun，　For　the
　　　sun　is　not　merely　hot　or　scorching，　not　at　a11．　It　is　of　a　brilliant　and　unchallengeable
　　　purity　and　haughty　serenity　which　would　make　one　sacrifice　the　heart　to　it．　Ah，　yes，
　　　in　New　Mexico　the　heart　is　sacrificed　to　the　sun　and　the　human　being三s　Ieft　stark，
　　　heartless，　but　undauntedly　religious．（“New　Mexico”in　P乃。θ鷹，　p．143，　Heinelnann，
　　　1961）
　また，つぎに本文で述べることになる，「婦人」がアメリカ人女性であることとその生き賛とな
ることとの必然的な組み合わせに関しては，つぎの引用を説明に援用することができる。
　　　　　Americans　must　take　up　l三fe　where　the　Red　Indian，　the　Aztec，　the　Maya，　the　Incas
　　　Ieft　it　off．　They　must　pick　up　the　life－thread　where　the　mysterious　Red　race　let　it
　　　fall．　They　must　catch　the　pulse　of　the　Iife　which　Cort6s　and　Columbus　murdered．
　　　There　lies　the　real　continuity：not　between　Europe　and　the　new　States，　but　between
　　　the　murdered　Red　America　and　the　seething　White　America．（“America，　Listen　to
　　　Your　Own”in　P加θπ伽，　p．90）
　4．　彫箆1～：yzε3乃α，∫ム砂zo　Eηg1∫∫乃弘ραη8∫θ1万6’ゼ。παγ：ソ（Fifth　Edition）．
5．D．1孟L側γθπ6θ：』γ磁＆Rθうθ1　by　E．　W．　Tedlock，　Jr．（The　University　of　New
　　　Mexico　Press，1963），　p．180．
6．1曜41ε襯γc肋yG．　Eliot（William　Blackwood＆Sons，1875），　p．143．
　　7．7■ぬθTγθ∫ρα∬θγ（Heinemann．1955），　p．58．
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